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市政だよ υ
人口の動き 法律相談日

4月1日現在前月比11 5月18日(木〉
人口 56.804-45311 

11 9時30分--15時
男 27，326-25311 
女 29.478 -20011市役所市民相談室

世帯数14.861+13 11 :お気軽にどうぞ
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完成した日本冷蔵大村工場

存関次:••••••• .1:::， i:~f' 31議;SJヂヌ王将

待望の

日本冷蔵株式会社は昨年7月から市内富の原郷に第

1期工事として、 みかんかん詰工場、 冷凍食品工場を

建設中でしたが、 本年3月末に完成したので、去る 4

月22日市民会館で竣工式が行なわれました。

建設費は約4億円で、 2万3千平方メ ー トJレの敷地

内には、 みかんかん詰工場2.155平方メー トノレ、 冷凍

食品工場1.086平方メートノレ、事務室、 付属建物等486

平方メートルの工場が立ち並び、近代設備を完備した

清潔な工場です。

従業員は約100名で、 年間の生産量はみかんかん詰

7万5千ケース 00月--3月〉 冷凍食品 (調理食品、

野菜)9百ト ンで、 売上げは3億6千万円を予定して

います。

---..司.‘'・"'"句・---、....... 司"""司島《ザ司..... 凋.. 

日本冷蔵
-砂、‘・~‘・~・-‘列ー~‘・~竺ユーで二字~で二""""τ~ マー，.. " ~ .. ・岬.

いよいよ操業開始
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長 岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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あ (2)市政だより

協策対
ら新しい条例になり

大村市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

「コ
6月か

、、、

清
掃
法
が
全
面
改
正

に
な
り
ま
し
た

住
み
よ
い
町
づ
く
り
で
、
た
い

せ
つ
な
こ
と
は
、
毎
日
捨
て
ら
れ

る
ゴ
ミ
の
処
理
対
策
で
す
。

品
物
が
豊
富
に
な
り
、
消
費
生

活
が
活
発
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

ゴ
ミ
は
際
限
な
く
ふ
え
ま
す
。

そ
乙
で
、
今
の
実
態
を
解
決
す

る
た
め
に
、
従
来
の
清
掃
法
が
全

面
的
に
改
正
さ
れ
、
本
市
の
条
例

も
全
面
的
に
改
正
し
、

来
る
六
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

お
も
な
改
正
点

①

今
ま
で
「
汚
物
」
と
言
っ

て
い
た
も
の
が
「
廃
棄
物
」
と
な

り
、
し
か
も
、
乙
れ
が
、
一
般
廃

棄
物

(
主
と
し
て
、

家
庭
か
ら
出

る
ゴ

ミ
や
し
尿
)
と
産
業
廃
棄
物

〈
主
と
し
て
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
る
廃
棄
物
の
う
ち
、

燃
え
が

ら
、
汚
で
い
、

廃
油、

廃
酸
、
廃

ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク、

紙
く
ず
、
木
く
ず
、

繊
維
く
ず
、

原
料
と
し
て
使
用
し
た
動
物
、

植

物
に
係
る
固
形
状
の
不
用
物
、
ゴ

ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く

ず
、
間
磁
器
く
ず
、

鉱
さ
い
、
工

作
物
の
除
去
に
伴
っ
て
生
じ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
、
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
不
要
物
、
動
物
の
ふ

ん
尿
、
動
物
の
死
体
な
ど
)
に
分

け
ら
れ
、
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て

は
、
市
が
処
理
し
ま
す
が
、
産
業

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

事
業
者
自
ら
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
事
業
者
(
工
場
、
事
務
所

庖
舗
、
飲
食
庖
、
学
校
、
病
院
、

旅
館
な
ど
で
民
営
、
公
営
の
施
設

を
含
み
ま
す
)
は
、
そ
の
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
、

で
き
る
だ
け
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

①

土
地
や
建
物
の
占
有
者
や

管
理
者
は
、
ゴ

ミ
容
器
や
便
所
の

周
囲
の
清
潔
を
保
つ
と
と
も
に
、

自
己
の
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
あ

き
地
や
田
畑
な
ど
に
廃
棄
物
を
捨

て
な
い
よ
う
、
ま
た
雑
草
の
処
理

な
ど
を
し
て
適
正
な
管
理
に
努
め

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

④
ゴ
ミ
容
器
や
便
所
に
は
危

険
物
、
土
砂
、
が
れ
き
、
そ
の
他

収
集
に
支
障
が
あ
る
も
の
(
劇
、

毒
物
、
ガ
ラ
ス
な
ど
。
ス
プ
レ
ー

の
缶
に
は
穴
を
あ
け
る
。

串
類
は

折
っ
て
束
ね
る
な
ど
の
配
慮
を
)

を
入
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
ゴ

ミ
容

器
に
入
れ
る
場
合
燃
え
に
く
い
も

の
は
分
別
し
て
袋
に
入
れ
、
容
器

の
下
に
新
聞
紙
を
敷
く
な
ど
し
て

収
集
し
や
す
い
よ
う
、
ど
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑤
市
で
処
理
す
る
区
域

(し

尿
は
市
長
が
許
可
し
た
業
者
の
代

行
)
は
従
来
特
別
清
掃
地
域
と
言

っ
て
い
た
も
の
を
処
理
区
域
と
言

い
か
え
お
お
む
ね
五
十
戸
以
上
の

集
落
の
あ
る
所
を
処
理
区
域
と
し

ま
す
。
(
乙
の
区
域
は
後
日
告
示

し
、
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
)

①

産

業

廃
棄
物
の
中
で
市
の

埋
立
地
で
処
理
を
取
り
扱
う
も
の

は
別
に
告
示
す
る
も
の
に
限
っ
て

行
な
い
ま
す
が
、
乙
の
こ
と
は
該

当
す
る
事
業
者
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で

す。
乙
の
揚
合
、
条
例
の
規
定
に
よ

る
処
理
手
数
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

不
法
投
棄
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に

み
だ
り
に
あ
き
地
、

河
川
、
公

共
の
場
所
、
地
先
海
面
な
ど
に
廃

棄
物
を
捨
て
る
と
、
五
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
な
い
よ
う
、
と

く
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
処
理
手
数
料
の

改
正
(
六
月
分
か
ら
)

①

一

般

世
帯

(
世
帯
人
員
が

十
人
以
下
の
も
の
)
を
対
象
と
す

る
も
の
は
従
来
通
り
月
額
三
十
円

で
す
が
、

共
同
処
理
(
共
同
ゴ

ミ

容
器
や
ダ
ス

ト
シ
ュ

l
卜
方
式
の

も
の
)
は
従
来
月
額
二
十
円
で
し

た
が
、
一
般
世
帯
の
場
合
と
同
額

の
月
額
三
十
円
に
改
正
に
な
り
ま

す。
②

一

般
世
帯
以
外
の
事
業
所

等

(世
帯
人
員
十
人
を
こ
え
る
場

合
を
含
む
)
を
対
象
と
す
る
も
の

は
、
一
事
業
所
に
つ
き
月
額
六
十

円
と
な
り
ま
す
。

③
た
だ
し
、
以
上
の
場
合
は

あ
く
ま
で
一
月
の
撮
出
量
が
、
百

五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
の
も
の
で

こ
れ
以
上
の
場
合
、

超
過
量
五
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
十
円
の
加
算

料
金
を
、

市
が
認
定
し
て
徴
収
し

ま
す
。④
土
地
ま
た
は
建
物
の
占
有

者
が
、
一
般
廃
棄
物
を
自
ら
市
の

指
定
す
る
焼
却
場
に
搬
入
し
た
場

合
は
手
数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

じ
尿
処
理
手
数
料
の

改
正
(
六
月
分
か
ら
)

従
来
、
一
回
の
収
集
量
が
、
三

百
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
大
口
収

集
の
場
合
は
、
十
八
リ
ッ

ト
ル
に

つ
き
二
十
二
円
で
し
た
が
、
六
月

一
白
以
降
は
一
般
世
帯
あ
る
い
は

一
般
世
帯
以
外
の
事
業
所
な
ど
を

対
象
と
す
る
場
合
と
同
様
、
十
八

リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十
八
円
に
改

正
に
な
り
ま
す
。
(
乙
の
料
金
は

十
八
リ
ッ
ト
ル
単
位
で
す
)

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

①
各
町
内
単
位
に
集
積
所
を

設
け
、

缶
類
、
ビ
ン
類
、
ガ
ラ
ス

類、

家
具
、
建
具
、
電
気
製
品
、

せ
ん
定
し
た
植
物
、
雑
草
、
そ
の

他
不
用
に
な
っ
た
家
庭
用
品
類
な

ど
(
不
燃
物
と
い
い
ま
す
)
を
少

な
く
と
も
月
に
一
回
一
定
の
自
に

収
集
す
る
方
式
を
六
月
か
ら
実
施

す
る
予
定
で
す
。

持
ち
出
し
場

所
、
日
時
に
つ
い
て
は
各
地
区
町

務
連
絡
員
の
か
た
に
お
願
い
し
、
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協
議
の
う
え
決
め
ま
す
。

②

。コ
ミ
焼
却
炉
と
、
し
尿
処

理
施
設
を
、
昭
和
四
十
七
年
度
中

に
着
工
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
中

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

③
他
市
で
は
『
ゴ
ミ
を
売
ら

な
い
、
買
わ
な
い
、
作
ら
な
い
運

動
』
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
に
つ
い
て
、
再
生

利
用
で
き
る
も
の
や
、
不
用
品
回

収
業
の
か
た
へ
処
分
す
る
な
ど
ど

協
力
く
だ
さ
い
。

若
者
の
手
に
あ
る
明
日
の
日
本'~J ， 

ー

新

成

人

が

選

挙

啓

発

塔

を

寄

付

|

今
年

一
月
十
五
日
に
新
成
人
と

な
ら
れ
た
人
た
ち
は
、
特
に
有
権

者
と
な
る
自
分
た
ち
の
声
と
し
て

広
く
社
会
に
選
挙
の
重
要
さ
を
う

っ
た
え
る
た
め
新
成
人
者
の
カ
ン

パ
に
よ
っ
て
選
挙
啓
発
の
た
め
の

市政だより

広
告
塔
を
寄
贈
し
、
市
役
所
玄
関

前
に
建
設
中
で
し
た
が
、
こ
の
た

び
り
っ
ぱ
に
完
成
し
ま
し
た
。

塔
は
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
一

メ
ー
ト
ル
の
三

角
柱
の
も
の
に

「
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
若
人
の

一
票
」
、
「
若
者
の
手
に
あ
る
明
日

の
日
本
」
、
「
白
パ
ラ

の
一
票
豊
か

な
生
活
」
の
三
つ
の
標
語
を
黒
ペ

ン
キ
で
書
き
込
ん
だ
も
の
で
す
。

今
後
の
市
の
選
挙
啓
発
推
進
運
動

の
た
め
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

=苛

司

法

民

主

化
巴コ

検

察

審

査

会

を

利

用

し

ま

し

ょ

う

の

新
し
い
憲
法
の
も
と
に
、
日
本

を
明
る
く
す
る
た
め
「
司
法
の
民

主
化
」
と
い
う
使
命
を
持
つ
の
が

検
察
審
査
会
で
す
。
気
軽
に
、
審

査
会
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
庁
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
な
ど

の
不
満
を
も
っ
て
い
る
か
た
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
か
た
は
、

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、

検
察
審

査
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
に
は

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や

犯
罪
に
よ
っ
て
、
害
を
受
け
た
人

こ
ん
な
場
合

ど
う
し
た
ら

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、

警
察
や
検

展.-1 たつ

、，園、戸、..-.--角-

わぎ

[一切 手
市制三十周年記念

で、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不

服
の
あ
る
か
た
は
、
だ
れ
で
も
審

査
の
申
し
立
て
を
す
る
乙
と
が
で

き
ま
す
。
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
か
た
は
、

次
の
場
所

に
気
軽
に
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

長
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

長
崎
市
万
才
町
九
番
二
十
六
号

長
崎
地
方
裁
判
所
内

電
話
(
代
)
悶
六
一
五
一

大
村
郵
趣
会

(
会
長
宮
田
伸
也
会
員
数
~

四
十
三
名
)
で
は
、
市
制
三
十
周
年
を
記
V

念
し
て
、
四
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、

V

大
村
郵
便
局
で
切
手
展
を
聞
き
六
百
人
あ
戸

ま
り
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
内

出
品
者
四
十
三
名
、
出
品
切
手
五
千
百
点

八
十
枚
、
リ
ー
フ
が
五
百
十
六
枚
と
、

今
ん

ま
で
の
最
高
で
特
に
沖
縄
復
帰
を
祝
し
て
~

の
沖
縄
切
手
と
、
小
学
生
の
合
作
に
な
る
}

大
村
市
の
展
望
は
、
未
来
の
大
村
市
を
切
}

手
で
飾
り、

観
覧
者
の
話
題
を
よ
び
ま
し
日

た

。

同

大
村
郵
趣
会
は
、
皇
太
子
ど
成
婚
を
記
内

念
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
発
足
し
、
毎
月
~

一
回
の
例
会
ゃ
、
年
一一
回
の
展
示
会
な
ど
~

活
発
な
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

v
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火 災予防~~

『火の元にな りたくないね

大」母お

惨 惨春

野
山
に
海
に
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン

も
最
盛
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
、
外
出
す
る
時
の
火
の
元

点
検
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

最
近
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

て
大
火
と
な
り
や
す
い
季
節
で
す

「
火
の
用
心
」
を
も
う
一

度
考
え

直
し
て
見
ま
し

ょ
う。

て

た

ば
乙
の
投
げ
捨
て、

寝
た

ば
乙
の
防
止

の

二
、
外
出
時
、
お
や
す
み
前
の
火

の
元
点
検

三、

安
全
な
野
焼
き、

火
入
れ
を

し
ま
し
ょ
う

(
消
防
署

へ
の
届
出

も
お
こ
た
り
な
く
)

四
、
パ
ケ
ツ
一
杯
の
水
の
く
み
置

斗ざ

お
父
さ
ん
の
日
記
帳

今
日
も
火
の
元
異
常
な
し

下
波
止
の
火
災
(
二
月
十
二
日
)

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
お
祝
金

4
月

1
日

生

ま

れ

か

ら

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
お
祝
金
に
つ

い
て
は
、
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
該
当
者
は
、

福
祉
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
支
給
要
件

会
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
以
降

に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

A
V
保
護
者
が
本
市
に
引
き
続
き
一

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

A
V
支
給
金
額
赤
ち
ゃ
ん
一
人
に

っ
き
二
千
円

令

受
給
手
続
、
誕
生
後
一
カ
月

以
内
に
、
母
子
健
康
手
帳
を
提

示
し
、
支
給
申
請
書
を
出
し
て

く
だ
さ
い

福
祉
年
金
所
得
状
況
届
は

5
月

初

日

ま

で

に

i

国

国
民
年
金
の
福
祉
年
金

(老
齢

障
害
、
母
子
)
を
現
在
受
け
て
い

る
人
、

ま
た
、
受
け
る
資
格
は
あ

る
が
、
現
在
支
給
停
止
に
な
っ

て

い
る
人
は
、
毎
年
五
月
に
「
福
祉

年
金
所
得
状
況
届
」

を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、

五
月
二
十
日
ま
で

に
年
金
証
書
、
印
鑑
を
持

っ
て
、

保
険
年
金
課
、
ま
た
は
、
も
よ
り

民

年

金

i

の
出
張
所
で
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
は
五

月
の
支
給
分
を
郵
便
局
で
受
領
さ

れ
た
後
に
乙
の
手
続
き
を
と
っ

て

く
だ
さ
い
。

乙
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
今

後
の
支
給
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
提
出
期
限
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。

県の敬老年金申請

今
年
は
支

給
年
齢
が
満

八
十
二
歳
に

引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
の

で
四
月

一
日

現
在
で
満
八

十
二
、

八
十

三、

八
十
四

歳

(
明
治
二

十
年
四
月
三
日
か
ら
二
十
三
年
四

月
二
日
生
ま
れ
ま
で
)
に
な
り
、

県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て
お
ら

れ
る
か
た
に
敬
老
年
金
六
千
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
申
請
該
当

者

(昨
年
ま
で
に
申
請
を
す
ま
さ

れ
た
満
八
十
五
歳
以
上
の
か
た
以

外
)
は
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
福

祉
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

5月31日まで
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め
の
講
座
を
、
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
、

多
数
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

八
青
年
団
体
運
営
コ

l
ス
〉

内
容
団
体
の
組
織
、
事
務
処
理

広
報
紙
の
作
り
方
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他

開
講
日
毎
月
第
二
水
曜
日

午
後
七
時

t
午
後
九
時

開
設
場
所
中
央
公
民
館

対

象

四

十
名

青
年
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

H
ソ
1
1

/々
?
i

八
女
子
青
年
コ
l
ス

V

内
容
調
理
実
習
、
生
活
知
識
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他

開
講
日
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日

午
後
六
時

t
午
後
八
時

開
講
場
所

中
地
区
公
民
館
(
西
大
村
に
五

月
開
館
)

対
象
女
子
青
年
四
十
名

経
費
実
習
費
は
個
人
負
担

両
講
座
と
も
、
五
月
十
五
日
ま

で
に
、
市
社
会
教
育
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
す
る

と
締
め
切
り
ま
す
。

接種会場 第1回 第2由
市 役 所

黒 木小学校 5月16日 5月30日

三浦診 療 所

竹松本町公民館
5月17日 5月31日

福重出張所

古町公民館

萱瀬 出 張 所 5月18日 6月1日

宮小路公民館

諏訪公 民館
5月19日 6月2日

植松保育園

市民会 館
5月23日 6月6日

松原出 張 所

市立病 院

東山学校 15月24日 6月7日
鈴田出張所

害十月五が震村ろど出日

置西設才す，大すが同セはまタさン、。も' 、

公民館新地区カ耳成E で中五月十自たは白まL どろく日ま

転書住民す待望4ま白申タしン~ 

a‘ a‘ a‘ 

新設公民館を地区中

4・

2西張所移転大村が月ろ出」5 日0 

a‘ '‘ 

住民地中区センタ

'‘ -. 

-...... ‘ ‘ ‘ ‘ l 

※時間はいずれも14時"'15時30分

せ

お

し

り

日本脳炎予防接種実施予定表

注
射
と
検
診

-
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

該
当
者
仙
三
歳
以
上
の
者

ω生
後
六
カ
月
以
上
三
歳
未
満

の
者
で
特
に
接
種
を
希
望
す
る

者
禁

忌

者

心
臓
病
、
じ
ん
臓
病
、

か
っ
け
、
結
核
、
糖
尿
病
の
者

病
後
衰
弱
者
、
虚
弱
者
、
妊
産

婦
、
有
熱
者
、
胸
腺
淋
巴
体
質

者
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
を
行

な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る

疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者

接
種
回
数

初
回
免
疫
者
二
回
接
種

追
加
免
疫
者
一
回
接
種

料
金
一
人
一
回
百
四
十
円

料
金
免
除
者

ω生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
者

凶
昭
和
四
十
六
年
度
の
市
県
民
税

が
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
者

該
当
者
は
、
接
種
当
日
生
活
保

護
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
五
月
の
妊
婦
及
び

乳

幼

児

検

診

各
地
区
婦
人
会
か
市
社
会
教
育
課

(
③
四
一
一
一

l
二
四
五
)
へ
-
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
館
で
開
設
す
る
も
の

午
前
の
部
十
時
か
ら
二
時
間

。
料
理
コ

1
ス

毎
月
第
二
水
曜
日

。
コ

ー
ラ
ス
コ

l
ス

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

。
茶
道
コ

l
ス

(
B
組
)

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

。
木
彫
コ

l
ス

毎
月
第
一
・
三
火
曜
日

。
社
会
学
級

毎
月
第
二
月
曜
日

。
生
活
学
校

毎
月
第
三
月
曜
日

。
健
康
教
室
(
五
十
歳
以
上
)

毎
月
第
四
月
曜
日

。
若
い
ミ
セ
ス
学
級

毎
月
第
三
木
曜
日

幼
児
同
伴
で
け
っ
こ
う
で
す

午
後
の
部

一
時
三
十
分
か
ら

二
時
間

。
読
書
コ

l
ス

毎
月
二
十
五
日

。
料
理
コ

l
ス

毎
月
第
三
土
曜
日

中
地
区
公
民
館
で
開
設
す
る
も
の

萱
瀬
地
区
の
検
診
は
、
中
止
し

ま
す
。

実施月日|実 施場所 |実施時間

5月9日|鈴田出張所 19: 30"'11: 00 

5月11日|三浦出張所 113:30'"'-15:00
1 y，..MUJ;JS= 19:30"'11:00 5月12日|竹松出張所 |1 IJ'I:L<I_Ll"JJ.><rJI 113:00-15:00 

5月16臼|福重出張所 19:30-11:00 

5月17日|松原出張所 I9:30'"11:00 

※ 5月11・12日は乳幼児検診のみ

日|診療科目l医院名 |所在地|電話 |
|内 科南野医院西三城 3-3731

7 外 科 松尾外科 東本町 2-3331 
日整形外科松永整形松並 2-4300
内 科沢田医院萱 瀬 5-7603

内 科藤井医院東本町 2-3878

産婦人科後藤産婦人科松並 2-6015
外 科渡辺医院ーノ郷 5-8546

内 科寺井医院「…
21 内 科岡医院東三城 2-3000
日内 科田中医院乾馬場 2-2724I 
i内科・外科原医院竹松 5-8427

産婦人科 長野病院 東三城 I~-~!~~ 
2目8内科 松 永 医 院 乾馬場 2-2943
整形外科 牟田整形

内科 毛利 医院 ーノ郷 15-8517

りおおむ

。
料
理
コ

1
ス

毎
月
第
二
火
曜
日

。
茶
道
ヲ

l
ス

(
A
組
)

毎
月

第一

一
・
四
金
曜
日

時
間
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

そ
の
他
。
洋
裁
コ
!
ス

日

時

毎

週

水

曜
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
二
時
間

場
所

滝
野
高
等
洋
裁
学
校

※
く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

曜当番医

市政だより

日

社
会
教
育
だ
よ
り

-
婦
人
学
級
を
聞
き
ま
す

5月

各
コ

l
ス
と
も
六
月
上
旬
か
ら

来
年
二
月
ま
で
開
設
し
ま
す
。

希
望
者
は
五
月
二
十
日
ま
で
に

-
青
年
学
級
を
開
き
ま
す

(5) 

市
教
育
委
員
会
は
、
青
年
の
た



(6) おおむら

催

し

も

の

-

5
月
初
日

i
m日

大

村

市

美

術

展

作

品

募

集

市
制
三
十
周
年
記
念
と
、
中
地

区
住
民
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝
し

第
十
二
回
大
村
市
美
術
展
を
次
の

要
領
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

市政だより昭和47年5月1日
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ご寄付ありがとうございました一一一一

社
会
福
祉
事
業
費
へ

@
中
里
郷
の
本
村
末
雄

さ
ん
は
、
て
母
h

タ
キ

さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一
封
を

。
杭
出
津
三
区
の
大
坪

ユ
キ
ミ
さ
ん
は
、
亡

父
鶴
松
さ
ん
の
ご
存

命
中
の
謝
恩
の
た
め

金
一
封
を

。
東
三
城
町
の
東
利
子

さ
ん
は
、
亡
夫
健
二

郎
さ
ん
の
忌
明
け
に

当
た
り
金
一
封
を

。
大
村
警
察
署
の
後
藤

重
義
さ
ん
は
会
議
出

席
の
費
用
弁
償
金
を

O
富
ノ
原
郷
共
立
ハ
ド

ソ
ン
大
村
工
場
の
み

な
さ
ん
は
、
献
血
に

主

催

市

美
術
協
会
・
市
教
育
委

員
会
・
県
文
化
団
体
協
議
会

期
間
五
月
二
十
六
日
I
二
十
九

口
H

会
場
中
地
区
公
民
館

(
中
地
区

住
民
セ
ン
タ
ー
・
古
町
本
通
り

自
衛
隊
よ
り
左
側
)

出
品
要
領

企
洋
画

F
十
号
(
品
目
・
日
町議
〉〈
包

ミ
)
以
上
と
し
、
額
縁
に
入
れ

る
こ
と
。
一
人
一

点

協
力
さ
れ
た
遺
族
の
か
た
か
ら

受
け
ら
れ
た
謝
礼
金
を

。
水
主
町
の
黒
田
千
恵
子
さ
ん
は

亡
夫
義
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一
封
を

。
小
佐
古
の
久
田
康
徳
さ
ん
は
、

亡
父
三
之
助
さ
ん
の
忌
明
け
に

当
た
り
金
一
封
を

。
池
田
郷
の
若
松
強
さ
ん
は
、
亡

母
長
江
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

り
金
一
封
を

。
徳
泉
川
内
郷
の
古
賀
松
二
さ
ん

は
、
亡
父
喜
佐

一
さ
ん
の
忌
明

け
に
当
た
り
金

一
封
を

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

。
竹
松
郷
の
久
保
正
治
さ
ん
は
、

亡
母
ル
イ
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一
封
を

福
重
小
学
校
へ

O
弥
勤
寺
郷
の
沢
田
昭
五
さ
ん
か

企
日
本
画
(
含
南
画
)
大
き
さ
(

s-ms×
包
言
)
以
上
と
し
て

表
具
を
つ
け
る
。
条
幅
は
半
折

以
上
と
し
て
表
装
す
る
。

一
人
二
点
ま
で

企
書
道
日
本
画
の
部
に
同
じ

企
写
真
全
紙
大
と
し
、
わ
く
張

り
ま
た
は
台
紙
を
つ
け
る
乙
と

一
人
二
点
ま
で
。

企
商
業
美
術

模
造
紙
全
紙
大
と

し、

わ
く
張
り
ま
た
は
台
紙
を

ら
亡
母
ヨ
子
さ
ん
の
忌
明
け
に

当
た
り
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
福
重
小
学
校
で
は
沢

田
文
庫
と
し
て
図
書
の
充
実
費

に
充
て
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す

中
央
保
育
所
へ

O
古
町
六
区
の
沢
ナ
オ

エ
さ
ん
は

レ
コ
ー
ド
絵
本
十
一

枚
ほ
か
を

市
立
清
和
国
ヘ

ム
諏
訪
住
宅
神
原
弥

一
さ
ん
雑
誌

十
九
冊

ム
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
選
手
会
大
村
支
部
、
二
万
八

千
円
ム
大
村
福
祉
会
代
表
者
岩

永
満
子
さ
ん
三
万
円
ム
小
佐
古

川
添
静
さ
ん
三
千
円

ム
鈴
田
老

人
ク
ラ
ブ
、
み
か
ん
十
六
キ
ロ

、

餅
十
一
キ
ロ
ム
本
経
寺
、
餅
三

十
四
キ
ロ
、
み
か
ん
十
六
キ

ロ

ム
西
大
村
婦
人
会
、
三
千
円
、

つ
け
る
こ
と
。
一
人
一
点
。

企
彫
塑
工
芸

竹
・

木
工
芸

・
陶

芸

・
染
色
関
係
で
陳
列
に
便
利

で
か
つ
安
全
な
体
裁
に
す
る
。

洋
画
部
の
体
裁
に
準
ず

企
版
画

出
品
資
格

市
内
に
住
所
を
有
す
る
一
般
市

民
(
小
、

中
学
生
は
除
く
)

た
だ
し
職
場
が
市
内
に
あ
る
通

勤
者
は
こ
れ
に
準
ず
る
。

ム
松
原
婦
人
会
、
三
千
円
、
お
乙

し
三
・
五
キ

ロ

ム
中
央
婦

人

会
、
三
千
円
ム
水
田
子
供
会
、

千
八
百
円
、
餅
十
キ
ロ

、
み
か
ん

六
キ

ロ

ム
三
域
婦
人
会
、
三
平

円
、
餅
、
み
か
ん
十
五
キ
ロ
ム

妙
宣
寺
婦
人
会
、

み
か
ん
十
キ

ロ
、
餅
十
二
キ
ロ

ム
西
本
町
川

添
貞
雄
さ
ん
、
み
か
ん
十
キ
ロ

ム
西
本
町
岩
永
満
子
さ
ん
、

清
酒

二
本
、

菓
子
三
十
袋

ム
桜
馬
場

中
嶋
茂
敏
さ
ん
一
万
円
ム
大
村

農
協
、
雑
誌
四
冊

ム
乾
馬
場
長

寿
会、

餅
五
キ
ロ

ム
萱
瀬
青
年

団
、
毛
糸
編
肩
掛
十
一

枚

ム
古

町
住
宅
北
山
ヒ

サ
ノ
さ
ん
、
中
山

セ
イ
さ
ん
雑
誌
三
十
冊
ム
玖
島

郷
植
田
和
彦
さ
ん
西
日
本
新
聞

一

カ
月
間

ム
池
田
住
宅
九
区
吉
田

政
夫
さ
ん
、

ヘ
ル
ス

マッ

ト
二
枚

出
品
申
込
み
お
よ
び
手
数
料

所
定
の
申
込
書
に
手
数
料
を
添

え
五
月
二
十
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
へ
申
し
込
む
こ
と
。
手
数

料
は
各
部
ご
と
に
一
人
二
百
円

出
品
搬
入

五
月
二
十
四
日

1
二
十
五
日
午

前
中
ま
で
に
中
地
区
公
民
館

へ

出
品
搬
出

五
月
二
十
九
日
市
展
終
了
後
会

場
で
、
そ
れ
以
後
は
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

審
査

行
な
い
ま
せ
ん
。

参

観

料

無

料

く
わ
し
く
は
社
会
教
育
課

へ

-
大
村
部
隊
創
隊
初
周
年

記
念
大
運
動
会

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
は
、

創
隊
二
十
周
年
記
念
大
運
動
会
を

次
の
と
お
り
盛
大
に
行
な
い
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
、

多
数
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
五
月
三
日

(祭
日
)
午
前

九
時
J
午
後
三
時
半

(小
雨
決
行
)

場
所

陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊

実
施
内
容

O
仮
装
行
列

O
展
示
演
習
(
六

一
式
戦
車
な
ど
)

O
中
隊
対
抗
競
技

O
音
楽
演
奏

O
即
売
会

そ

地

の

-
競
艇
用
モ
ー
タ
ー
ボ
l

ト
の
払
い
下
げ

③
ボ
l
ト
、
エ
ン
ジ
ン
組
、
二
十

五
艇

A
V
ボ
l
ト
の
み
、
二
十
五
艇
(
ボ

ー
ト
は

ハ
イ
ド
ロ
プ
レ

l
ン、

エ
ン
ジ

ン
は
ヤ
マ
ト
)

払
い
下
げ
価
格

⑨
ボ
l
ト
エ
ン
ジ

ン
組
、
二
万
八

千
円

⑨
ボ
l
ト
の
み
、

六
千
円
(
付
属

金
具
付
き
)

払
い
下
げ
方
法

一
般
希
望
者
の
申
請
に
よ
る
。

(
希
望
者
が
多
い
時
は
抽
選
)

場
所
大
村
市
事
業
課

日
時
五
月
十
二
日

午
後

一
時

代
金
納
入

当
日
即
納

-
五
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

品
物
一
日
か
ら
六
日
ま
で

品
物
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で

⑫
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で

品物
二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
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